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               審   査   の   要   旨 
 
環境ストレス耐性の生物多様性影響評価法や実例の整理は、１６０ヶ国以上の国家が加盟する生物多様性条
約カルタヘナバイオセーフティー議定書で長年懸案とされてきている。一方で、関連情報を整理し、論考した
実例は体系的にない。地球環境変動や環境負荷の増大にかかわる作物栽培の担保や自然植生の維持回復には、
モダンバイオテクノロジーの利用による環境ストレス耐性の効果的導入と利用が必要となる。一方、遺伝子組
換え体については、科学的事実に基づく予防措置的、評価及び利用を行う事となっている。この観点から、当
該論文は、環境ストレス耐性遺伝子組換え体の利用を支援する情報を提供しており、環境変動に対応できる事
項について、国際社会へ資する内容を持っている。 
平成26年3月6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
